
雪景色
暮れの２５日と２７日に身近な人が亡くなり、年明け早々に通夜・告別式が続きました。
その２人は昭和４７年７月８日の私の結婚式の、前夜と、そして当日に、
あることでそれぞれ忘れられない出来事をしてくれたのです。
その内容は言えません。

１人は妻の叔父であり７３才。１人は私と中学の同級生の女性です。
叔父とはその出来事が私の心のわだかまりとなり、
以後亡くなるまで顔を会わす機会があっても殆ど会話がありませんでした。
同級生からは亡くなる数日前に久しぶりに電話があったのです。
一声聞いた時に何故か予感がしたのです。
再度こちらから電話をしたときには、「今朝亡くなりました。」という娘さんの言葉でした。

深い心の苦みを感じています。何かやり残したのだろうか、最後に何を思ったのだろうか、などと考えると・・・・。
残された者はそうした人の想いを心のどこかにしまって生きていくのかと、取り留めもなく気持ちが揺れるのです。

何があってもおかしくない年齢を迎えました。新年早々無粋な話です。ごめんなさい。

２人とも雪国の生まれでした（２２日の夜の雪景色を見ながら）。

弁護士　梶山　敏雄

前進の年に（弁護士　鈴木　満）
弁護士　鈴木　満

弁護士になり1年になりました。

昨年1年は理想と違う自分の姿に苦しみながら仕事をしていた気がします。
依頼者の方にも周りの弁護士にも恵まれ、いろんな人に助けられながらなんとか1年乗り切れたという気持ちが強いです。

私の学生時代の友人は、大学を卒業してすぐに企業に勤める人が多く、入社して1年目2年目に入社前に抱いていた理想と違うことに悩ん
でいる友人もたくさん見てきました。
そういった友人の姿に自分を重ねて、「あぁ、こういう気持ちだったのか」としみじみ感じてしまうこともありました。

https://saitamasogo.jp/archives/70946
https://saitamasogo.jp/archives/70852
https://saitamasogo.jp/suzukimitsuru


しかし、その友人たちも社会人になって早5年以上、今は、仕事もプライベートも充実している人が多い気がします。
そんな今の友人たちの姿を見ると、「いつか自分もこうなれるのだから頑張ろう」と頑張れます。

思い描いていた自分になれるように、今年1年も苦しみながら前進していけたらと思います。

歩く速度（弁護士　南木　ゆう）
弁護士　南木　ゆう

体力だけが取り柄といえるくらい健康な私が、昨年少し病気をして初めて入院（出産以外）しました。
入院中は点滴の管につながれて、トイレとベッドの往復くらいしか歩けなかったので、筋力が衰えたのでしょうか。
退院してまずびっくりしたのは、世の中の人の歩く速度の速さでした。

そうだ！日本人は勤勉だから、きっと世界的に見ても歩く速度が速いのだろうと考え、若干の調査をしたところ、最も歩く速度が速いのは
シンガポール、デンマーク（コペンハーゲン）、スペイン（マドリード）の３都市で、意外や意外、日本（東京）は１９位でした。

それでは、速く歩くのは良いことなのか？というと、歩く速度が遅い人は、歩く速度が速い人よりも、寿命が短い傾向にあるそうです。
これは、歩くという行為が、心臓、肺、循環器系、神経系、筋・骨格系に多くのことを要求するため、身体を鍛えられるということのよう
です。

でも、ゆっくり歩いてみると、日々気がつかなかったような四季の移ろい等の変化や、路地裏の可愛い子猫にも気がつくことができ、心に
ゆとりが生まれるような気がします。
しばらくは、ゆっくり歩いてみようかな。
本年もどうぞよろしくお願い致します。

堅固なものを打ち破ろうとするものは
ほとんど読書をする時間も余裕もありませんが、「ハンナ・アーレント」（矢野久美子著・中公新書）を繰り返し読んでいます。
その中に、ヴァルター・ベンヤミン（批評家）がベルトルト・ブレヒト（詩人）の詩の一部に注釈を加えた箇所が、
私の生きる指針になるのではないかと、最も心に残りました。
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ブレヒト「しなやかな水が時とともに強固な石に勝つ」
ベンヤミン「堅固なものを打ち負かそうとする者は、親切である機会を逃してはならない。」

親切である機会とは、友情を実現する機会のことであり、人間性を維持し、
築き上げていくための機会を漫然とやり過ごしてはならないということのようです。

私は、堅固なものを打ち負かそうとする者になりたいと心から願っており、
そのためには、親切である機会を大切にしなければならないと肝に銘じて、少しでも実践しようと考えています。

弁護士伊須慎一郎

 

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%8A%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%83%88-%E3%80%8C%E6%88%A6%E4%BA%89%E3%81%AE%E4%B8%96%E7%B4%80%E3%80%8D%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%8D%E3%81%9F%E6%94%BF%E6%B2%BB%E5%93%B2%E5%AD%A6%E8%80%85-%E4%B8%AD%E5%85%AC%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E7%9F%A2%E9%87%8E-%E4%B9%85%E7%BE%8E%E5%AD%90/dp/4121022572/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1516252583&sr=8-1&keywords=%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%8A%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%83%88


ブラックバイト問題を高校生に伝える（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

前回の事務所ニュースに続き、高校生への講演の話です。
いま社会問題となっている「ブラック企業・ブラックバイト」について高校３年生の学年集会で話をしてもらいたいという依頼を頂いたの
で、講演をしてきました。

「話が長い、難しい、眠い」などの以前の高校生からの指摘を踏まえて、今回は「ブラック企業・ブラックバイト○×クイズ」を作り、最
初にクイズ11問について生徒全員に○か×か手をあげてもらう形式にしました。

クイズの内容は、会社やバイトを辞めるのは自由であること、バイトであっても有給休暇の申請ができること、最低賃金より低い時給は認
められないこと、サービス残業は全て違法であること、働き始める際には労働条件を記載した書類が発行されなければならないことなどで
す。

そして、このクイズの最大のポイントは11問全て正解が○という点です。
問題が11問あれば、全て○や全て×といった偏った答えにはならないだろうと考えるのが普通でしょうし、生徒のみなさんもそのように
考えていた方が多いようでした。

しかし、「これまでの学生生活と違い、社会に出るとこういう意地悪をする人もいる」ということを生徒のみなさんに伝えたかったという
のがこのクイズのオチです。

建設埼玉旗開き
 

建設埼玉の旗開きに高木、佐渡島で参加させていただきました。

上田知事や、埼玉選挙区選出の国会議員２２名のうち１４名が本人出席され、
枝野立憲民主党委員長も出席されていたのは、毎年のことながら壮観でした。

また、昨年１０月、全建総連の中央執行委員長に埼玉の吉田三男氏が選出されていて、来賓挨拶をされたこと、サプライズゲストで参加さ
れた前頭筆頭の北勝富士関は、建設埼玉の会員さんの子供で小さい頃吉田委員長と遊んでもらっていた話など、建設埼玉の勢いを感じられ
る旗開きでした。

https://saitamasogo.jp/archives/70836
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弁護士　髙木　太郎

家族信託とホームロイヤー（弁護士　月岡　朗）
弁護士　　月岡　朗

私たちは、いつか、認知症や体が不自由になることにより、自分の財産を管理できなくなる可能性があります。
いつか来るその時に、誰が、私たちの生活を守ってくれるのでしょうか。

このような問題の解決方法として、最近、家族信託、ホームロイヤー制度が普及してきています。
これまでは成年後見制度が高齢者の財産管理の議論の中心でしたが、
成年後見制度では、見知らぬ専門職（弁護士、社会福祉士、司法書士）が高齢者の財産管理を引き受けることがあります。

本来、弁護士等に財産管理をゆだねる前に、弁護士等と信頼関係を築いて、信頼できる弁護士等に財産管理をしてもらいたいというのが自
然でしょう。
また、自分の希望や生活状況を十分に分かってくれた上で、希望に沿った財産管理の方法が望ましいと思います。

ホームロイヤーや家族信託を活用することで、弁護士と信頼関係を築いてから、信頼できる弁護士に財産管理を依頼することや、信頼でき
る親族に財産管理を任せることも可能です。
また、ご自身の希望や経済状況、生活状況に沿った財産管理が実現できます。
近時、ホームロイヤーや家族信託制度の活用事例は増えており、今後、より高齢者が安心でき、高齢者の希望に沿う、ホームロイヤーや家
族信託が求められることになると思います。

ちゃんと走れメロス（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

竹内も激怒していた。必ず、かの邪智暴虐の王を除かなければならぬと決意したわけではない。
ただ、もう絶対来年はマラソンを走らないぞと決意していた。健康のためにはじめたマラソンだ。
でも、走るたびに思う。フルマラソンは不健康だ。（「走れメロス」より準用）

https://saitamasogo.jp/archives/70830
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激怒していたとき、僕はだいたい、35キロ地点にいました。
それまで淡々と走り続けていましたが「なんだか、疲れちゃったし、もう歩いちゃおうかな。別に、ゴールに、セリヌンティウスが待って
いるわけでもないし。」と思っていました。

しかし、昨年は仕事が忙しく、なかなか時間が取れないながらも練習は続けていたので、
不完全燃焼で終わらせてしまうのは嫌だなと思いました。
そこで、「せめて、目標タイムを切ってゴールしよう。そして、目標を達成できたら、笑顔でマラソンも終わりにしよう。」と考えました。
わずか2年間のマラソン人生に終止符を打つべく、そこから、僕は、道行く人を押しのけ、はねとばし、黒い風のように、犬を蹴とばし、
小川を飛び越え、少しずつ沈んでゆく太陽の、十倍も早く走りました（準用）。

そして、結果、ネットタイム（自分がスタートラインを越えてからゴールするまでの記録）では目標を達成し、
公式記録（号砲がなってからゴールするまでの記録）では、目標を達成できませんでした。
・・・これは、どうしたらよいでしょう。マラソンを辞めてもよいものか。
メロスがゴールしたのも、あの感じだと、公式記録ではなく、ネット記録という理解でよいでしょうか。

スイッチオン（弁護士　谷川　生子）
弁護士　谷川　生子

好きな言葉は、と尋ねられ、数年前のネパール旅行を思い出しました。
閉塞感で一杯になり、突如旅に出たのですが、ちょうど里帰りしていた知り合いのネパール人に、現地の様々な名所を連れ回してもらいま
した。
ネパールが大地震に見舞われる前のことです。

ここからエベレスト山頂が見えるよ、と言われて目をこらしましたが、なかなか探せず、
あれだよ、と指さされたのは目線の遙か上方でした。
人を寄せ付けない、孤高の存在に、ただ畏怖のような気持を抱いたことを憶えています。

さて「Ｄｏｎ’ｔ　ｗｏｒｒｙ，ｂｅ　ｈａｐｐｙ！」というのは私が旅の間中、同行のネパール人からかけられていた言葉です（鬱と思
われたのでしょうか）。
特に現地で流行っていたわけでもない、挨拶代わりの言葉かもしれませんが、
繰り返し言われると、不思議とリラックスできるような、本来の自分を取り戻せるような気持になったものです。

まさか相談者に「クヨクヨしないで楽しんで！」と言うわけにはいきませんが、
思考停止しそうになったときには、いつしか頭の中で唱えています。

https://saitamasogo.jp/archives/70822
https://saitamasogo.jp/tanikawaseiko


皆さんにもスイッチオンの秘密の言葉がありますか？

新年明けましておめでとうございます
新年明けましておめでとうございます。本年も当事務所をよろしくお願いします。

事務所は５日から再開しましたが、連休明けの８日からはフル活動をしております。昨年１０月に９２歳を迎えた宮澤洋夫弁護士も、ご自
身の体をいたわりつつも元気です。

旧年中はたいへんお世話になりました。私たちの業界をめぐる情勢には非常に厳しいものがあり、当事務所も例外ではありませんが、弁護
士たちが毎年熱い議論を交わしつつもお互いのやりたい道を尊重し合い（「忖度」の嵐！）、その結果、少しずつですが成長の道のりを歩
んでいると思います。とりわけ若手の弁護士たちは、それぞれが自分の才覚を伸ばし、物事を切り開く立場でそれぞれの個性を活かした弁
護士活動を身につけつつあります。

皆さまにおかれましても今年１年が実りの多い１年になりますようにお祈りします。

年始早々、巷では心穏やかにはいられないニュースが続きますが、当事務所は人の生活の平和を邪魔するすべてと闘う集団であり続けたい
と思います。

弁護士　牧野　丘
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